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研究成果の概要： 

潜り込んだ太平洋プレートのスタグナント（滞留）しているロシア極東地域に、8 箇所の広
帯域地震観測点の新設を目標に進めてきたが、3 年目に完成し、さらに 1 箇所追加で、カムチ
ャッカに設置できた。観測は、ロシア科学アカデミー・地球物理局･サハリン支所の定常観測点
を利用できており、それぞれの観測点での維持管理は、順調にすすみ、全地球で発生するＭ5.5
以上の地震データと、Ｍ4.5 以上の千島海溝付近の地震データは、日本側に提供されて、日本
側のデータセンターに保存され、研究に供されている。これらのデータは、世界の地震コミュ
ニティに公開する予定である。 
 
交付額 
                                                      (金額単位：円) 

 直接経費 間接経費 合  計 

平成 16年度 74,500,000 0 74,500,000 

平成 17年度 31,300,000 0 31,300,000 

平成 18年度 39,600,000 0 39,600,000 

平成 19年度 24,400,000 0 24,400,000 

平成 20年度 25,000,000 0 25,000,000 

総  計 194,800,000 0 194,800,000 

    
研究分野：固体地球科学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：スタグナントスラブ、広帯域地震観測、ロシア極東、マントル微細構造、トモグラヒイ 

 
１．研究開始当初の背景 
  千島海溝・日本海溝から年間8cm という世
界でも有数の早い速度で沈み込みを続けている
太平洋プレートは、活発な深発地震活動を深さ
660km 付近まで伴いながら、南側は 660km 層の
上で、北側は 880km 層を突き抜けて深さ 900km
付近で滞留しているものと推定されている。こ
の場所は、ロシア沿海州・サハリン・オホーツ

ク海に当たる。しかしながら、この地域の地震
観測網は空白状態にあり、この滞留スラブを直
接通過した地震波線が得られていないために、
地震波トモグラヒィで得られた画像の分解能が
著しく低いという事実があり、高密度広帯域地
震観測網の設置が望まれていた。 
 
２．研究の目的 



本研究の目的は、滞留スラブが存在すると
推定されている上記の地域において、広帯域地
震観測網をできる限り蜜に展開し、滞留スラブ
を「直接」通り抜けてくる地震波形データを取
得することにより、滞留スラブの南側から北側
にかけての形態変化を鮮明に描写することであ
る。 
 
３．研究の方法 

ロシア側での観測点展開に関しては、日ロ

科学技術協力協定の合意のもとに、ロシアでの

定常地震観測を業務としているロシア科学アカ

デミー・地球物理局のサハリン支部の運用して

いる観測点を利用することとした。それによる

９観測点の設置経過は、2005年度には５観測点

が、2006・2007年度には、それぞれ２観測点が

設置され順調に稼動している。これまでの欠測

率は、平均２％程度の低さであり、ロシア側の

協力も順調で、予想以上の観測実績を得ること

が出来たといえる。 

 
４．研究成果 

この研究の目標は、太平洋スラブの最も深

部に潜り込んでいる直上に位置する極東地域の

観測空白域を出来るだけ早く埋め、データを取

得し、構造地震学者へ提供することであった。

図１に示すように、この計画以前には、既存の

ＩＲＩＳ観測点は、カムチャッカ半島ペトロパ

ブロフスク、マガダン、ヤクーツク、ハルビン、

ユジノサハリンスクにあり、それらに囲まれた、

おおよそ東西南北 2000ｋｍｘ2000ｋｍの範囲

は、沈み込んだ太平洋プレート（スタグナント・

スラブ）の形状を見る上で、不可欠な場所では

あるが、まったく広帯域地震観測点はなった。

計画を遂行する上で、計画以前の日ロ間の協力

関係を基礎においたが、観測点設置･データの日

本への移送に関するロシア当局の許可の取得、

機材の搬送にかかわる通関手続きなどなど、そ

れなりの苦労があった。しかし、初年度に機材

の購入･日本での試験観測と設置技術の訓練を

進め、次年度の秋までに、5 点を稼動させ得た

ことは、短い計画期間の中で有効なデータを提

供できたものと考えている（表１参照）。これに

は、ロシア科学アカデミー地球物理局サハリン

地震観測所の定常観測点の利用が出来たことと、

当観測所の職員の献身的な協力があったから出

来たものである。観測保守とデータの管理に関

しては、サハリン地震観測所において行ってい

る。各観測点から1カ月をめどにＣＦカードに

記録されたデータがサハリンに送付され、サハ

リン地震観測所では、2 人のオペレータが全デ

ータのマージを行い、連続記録を保存している。

ロシア側の許可しているイベントのデータ部分

を切り出し、ハードディスクにコピーしてもら

っている。これらを適宜、日本側へ持ち込んで

いる。それらのデータは、日本側のデータアー

カイブに保存され、日本側研究者に提供されて

いる。 

5 カ年計画で取得できたデータでの微細構造
の解明も、それなりには進展したけれども、構
築した観測網の継続は、より詳細な構造探査に
は重要である。その点について、最終年度に当
たり、今後の共同観測の維持についての検討会
を開催し、観測維持に関してはロシア側の相当
の負担と、日本側の機材の保守上の負担を話し
合い、極東地域の広帯域観測網として、維持続
けることで合意できた。また、データの公開も
重要であり、日ロ共に、原則として、共同研究
者の優先度を、3年として、その後については、
ひろく世界のコミュニティに提供できるものと
の合意を得たことも重要な成果である。 
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図１．既存のIRIS観測点（橙色の小丸）とこの

計画で、展開した広帯域地震観測点（赤丸） 

 

表1．観測点名、コードと観測開始年月日 

1 Tymosk TYM 2005, Jun.25 

2 Okha OHA 2005, Jun.27 

3 Khabarovsk KHA 2005, Aug.10 

4 Gorney GOR 2005, Aug.23 

5 Terney TER 2005, Sep.30 

6 Zeya ZEY 2006, Jul. 28 

7 Uslisk USL 2006, Aug. 23 

8 Okhotsk OKH 2007, Aug. 15 

9 Palana PAL 2008, mid Mar. 
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